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ｼｱﾙ酸含有ｽﾌｲﾝｺﾞ糖脂質であるｶﾞﾝｸﾞﾘｵｼﾄﾞは基本的かつ動的な生命現象に深く関

与する細胞膜の構成成分で､創薬資源として大きな可能性を秘めている｡無脊椎動物である林

皮動物に局在するｶﾞﾝｸﾞﾘｵｼﾄﾞは､晴乳類とは相当異なる生物活性･機能が期待されるが､

極微量しか単離できないことから生物活性評価ｻﾝﾌﾟﾙの供給すら容易ではない｡近年､ｲﾉ

ｼﾄ-ﾙﾎｽﾎｾﾗﾐﾄﾞ(IPC)を構成単位とするCJP2が妹皮動物のﾆﾂﾎﾟﾝｳﾐｼﾀﾞから単離

された｡本化合物はﾎｽﾌｱﾁｼﾞﾙｲﾉｼﾄ-ﾙとｽﾌｲﾝｺﾞﾐｴﾘﾝ､ｶﾞﾝｸﾞﾘｵｼﾄﾞ等の

重要な生理活性化合物の融合した極めて新奇な構造を特徴とする｡本研究ではCJP2の特異な生

理活性の解明に貢献するために､合成化学的なｱﾌﾟﾛ-ﾁによりmyrｲﾉｼﾄ-ﾙ､ｾﾗﾐﾄﾞ､

ｼｱﾙ酸ｸﾞﾘｶ-ﾙの各構成成分の合成法を確立することを目的とした｡

qyo-ｲﾉｼﾄ-′ﾚ誘導体の合成

ｸﾞﾙｺ-ｽ由来のｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞと有機銅試薬の高ｼﾞｱｽﾃﾚｵ選択的1,2一付加､ wittig反応､

閉環ﾒﾀｾｼｽを鍵反応とし､重要中間体となるcondurltoIB誘導体を合成した｡本誘導体の

ｱﾘﾙ位水酸基上ｱｼﾙ基側からの四酸化ｵｽﾐｳﾑ酸化が優先的に進行することを見出し､

ｺﾝﾂﾞﾘﾄ-ﾙBのｼﾞｱｽﾃﾚｵ面選択的酸化を実現した｡これにより複数の異なる保護基を

所望の位置に有するmyo-ｲﾉｼﾄ-ﾙ誘導体を立体選択的に合成する方法論を確立した｡

ｾﾗﾐ ﾄﾞの合成

ｾﾗﾐﾄﾞはｸﾞﾙｺ-ｽからの既知の合成法を改良し､より効率的に合成を行った｡

之ｱ

ｼｱﾙ酸誘導体は他の単糖にはない分子種多様性を有し､その生物学的意義を明確にする研

究が求められているo他の糖とのｸﾞﾘｺｼﾙ化を考慮してｼｱﾙ酸ｸﾞﾘｶ-ﾙの合成を計画し､

ｸﾞﾙｺ-ｽからⅦittig反応､ sharpless不斉ｴﾎﾟｷｼ化反応､水酸基-のﾏﾛﾆﾙ基の導入､

Eschenmoser's saltを用いたｵﾚﾌｲﾝの構築､閉環ﾒﾀｾｼｽ反応を経て直接的たｼｱﾙ

酸ｸﾞﾘｶ-ﾙ誘導体を合成した｡

以上､ mycrｲﾉｼﾄ-ﾙ､ｾﾗﾐﾄﾞ､ｼｱﾙ酸ｸﾞﾘｶ-ﾙの各構成成分の全てを､同-の出

発原料であるｸﾞﾙｺ-ｽから立体選択的に合成しうる方法論を確立した｡本研究の成果が今後

のCJP2の生理活性解明に大きく貢献するものと期待している｡




